マシンエージェントの戦略
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今回、ピボット（PIVOT）というテクニカル分析を、マシンエージェントの戦略とした。ピボットとは「回転軸」を意味し、日々の市場価格がそのポイントを中心に回転（振幅）することを前提とした日計り向けの テクニカル分析で、別名「リアクショントレンドシステム」と呼ばれ、J.Wells Wilder Jr氏が考案したものとされている。1990年代の日本で
ようやく、日経平均株価やＴＯＰＩＸといった株価指数の先物が導入されたころ、ピボットでの売買が注目され、先物市場のディーラーの世界で使われていたのが、ピボットである。
このピボットは当日の高値・安値・終値の３つの値を使って、翌日の売買の目安となるサポートライン、つまり支持線、レジスタンスライン、つまり抵抗線を計算するものです。そして、上方ブレイクポイント、下方ブレイクポイントという損切りをする値を出し、持ち玉を手仕舞いする。U-martの特性上、一回の板寄での売買判断を下した方が、有効的ではあるが、今回、４回の板寄を一日（当日）の取引として、その4回の中で高値・安値・終値を捉える。そして、翌日の最初の板寄、言い換えれば、５回目の板寄で売買する。
計算式

Ｐ　＝　（Ｈ　－　Ｌ　－　Ｃ）/３

Ｐ:PIVOT　　Ｈ:当日高値　Ｌ:当日安値　Ｃ:当日終値

Ｒ1　＝　２×Ｐ　－　Ｌ　

Ｓ1　＝　２×Ｐ　－　Ｈ

Ｒ2　＝　Ｐ　－　Ｓ1　＋　Ｒ1

Ｓ2　＝　Ｐ　－　Ｒ1　＋　Ｓ1

Ｒ1:抵抗線1　　Ｒ2:抵抗線2　　Ｓ1:支持線1　　Ｓ2:支持線2

HBOP　＝　２×Ｐ　－　２×Ｌ　＋　Ｈ

LBOP　＝　２×Ｐ　－　２×Ｈ　＋　Ｌ

HBOP:上方ブレイクポイント　　LBOP:下方ブレイクポイント
例えば、計算式で計算したサポートラインに価格が到達した時には、まさしく支持されていると見なし取り敢えず“買い”、レジスタンスラインに到達した時にはまさしく抵抗されると見なし取り敢えず“売る”というのが基本的なスタンス。要するに、当日の株価の動きが計算されたサポートライン１にピッタリと到達することはなくても“接する”ないし限りなく“近づく”という段階で“買い”を行ない、思惑通りサポートされて上昇し、今度はレジスタンスライン１に“接する”ないしは“近づいた”のであれば、そこで売る。また、サポートライン１で買っていたのが更に下に抜けたりした場合には、サポートライン２まで我慢してサポートライン２近辺で買い増しをしたり、さもなければ、サポートライン１を切った段階で取りあえず買っていたもの売って手仕舞うという行動もとれる。

売る場合は“買い”パターンの逆を考える。つまり、レジスタンスライン１で売って、サポートラインで買い戻すというパターン。各ライン（サポート、レジスタンス）に２種類あるのは第一防波堤、第二防波堤のイメージ。
そして、ＨＢＯＰ以上になった場合、売り玉を手仕舞い（損切り）をし、ＬＢＯＰ以下になった場合、買い玉を手仕舞い（損切り）をする。
今回のエージェントは、逆張りの見方での売買判断をしており、サポートライン２とレジスタンスライン２でエントリーということで、サポートライン２では、売りで、レジスタンスライン２では買い。そして、サポートライン１とレジスタンスライン１で益出しということで、サポートライン１で買い、レジスタンスライン１で売り。
また、ＨＢＯＰとＬＢＯＰでは損切りをするということで、ＨＢＯＰでは、買い、ＬＯＢＰでは、売りといった形になる。
